
1 

（２）導入ポテンシャルから見た地熱の可能性 

 

○地熱発電の導入ポテンシャルは、国立・国定公園の特別保護地区・特別地

域外の制約が少なく、かつ、150℃以上の熱水資源が利用できる場所で約

260 億 kWh ある。 

○日本は世界第三位の地熱資源国であり、その出力安定性も勘案すると、条

件の劣る場所も活用することにより、ベース電源の一定の部分を担うこと

が期待される。 

○ただし、立地に当たっての法的制約が課題である。例えば、自然公園内の

規制区域外から規制区域内の地下の熱源に向けて斜め掘りすることとなっ

た場合、水平方向の距離が長くなればなるほど、追加的な投資も増え、掘

り当てる確率も下がっていくこととなる。 

○地熱の導入可能量拡大には、国立・国定公園内への立地に必要な許可要件

の明確化や、地元温泉関係者等との共生強化などの政策的課題を解決し、

また、導入可能量拡大を進めやすくするような技術開発・実証研究などを

進めていくことも必要である。 

 

 

（図 １）地熱発電の導入ポテンシャル 

 


